
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 令和８年度   人権教育講演会 

私を救ってくれた竹富島 
～三線の調べとともに～ 

片山 浩太郎 先生 三線奏者 

9/19 
土 

講  師 

 9月19日（土）、三線奏者の片山浩太郎先生をお迎えし、

庄公民館主催の人権教育講演会を開催しました。庄公民館

グループ生や人権学習推進委員、地域住民など多くの方々

が参加しました。 

 講演会では、片山先生ご自身がうつ病を発症して療養す

るまでの経緯を詳しくお話しくださいました。中でも、ご

自宅で育てていたデイゴの木をきっかけに、不思議な力に

導かれるようにして訪れた竹富島の人々との出会いやつ

ながり、30年前の友人との思わぬ再会など、たくさんの人

とのふれあいを通じて、次第に心が回復していく過程を、 

美しい写真とともに語ってくださいました。お話の合間には、三線の弾き語り演

奏を披露してくださいました。三線のやさしく温かい音色と片山先生の力強い歌

声に、参加者の皆さんは聴き入っている様子でした。 

 片山先生のお話の中で、「心の病を治す一番の薬は、人とのつながりや関わり」

という言葉が印象的でした。竹富島や他の島で出会った人々との心温かい交流に

よって、人との関わり方への変化や心にエネルギーが溜まっていくのを感じたと

いうことです。また、心が弱っている人に接する時は、本人の話をしっかりと聞

き、心に寄り添うことが大切で、誰かが自分のことを気にかけてくれていると思

うことが力になるとお話しされました。 

 最後は、先生の演奏で「島唄」を合唱し、大きな拍手で終了しました。 

参加者の感想 

・三線の調べがとてもよかったです。心温まる講演

会でした。人とのつながりを大切にしようと思い

ました。 
 
・共感しながらお話を聞きました。人により傷付け

られ、人により救われる、本当にそうだなと思い

ます。 


